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付
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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
技
能
実
習
生
の
対
象
職
種
に
お
け
る
除
染
作
業
の
是
非
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

外
国
人
技
能
実
習
生
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
除
染
作
業
（
以
下
「
除
染
作
業
」
と

い
う
。
）
に
従
事
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
当
該
事
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
事

実
関
係
を
確
認
中
で
あ
る
。
な
お
、
除
染
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
技
能
実
習
制
度
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
て
い

る
。

二
に
つ
い
て

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
法
務
省
・
厚

生
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
「
技
能
実
習
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
に
掲
げ
る
移
行
対
象
職
種
に
は
除
染
作
業

と
い
う
名
称
の
も
の
は
存
在
し
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
押
土
・
整
地
機
械
を
使
用
し
た
・
・
・
点
検
作
業
」
は
、
建
設
機
械

施
工
職
種
の
押
土
・
整
地
作
業
で
あ
り
、
除
染
作
業
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

三
に
つ
い
て

一



一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
。
以
下
「
技
能
実
習
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
三
条
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
技
能
実
習
制

度
に
お
い
て
、
実
習
実
施
機
関
が
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管

法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
条
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申

請
の
時
に
提
出
さ
れ
た
技
能
実
習
計
画
の
内
容
と
異
な
る
作
業
に
外
国
人
技
能
実
習
生
を
従
事
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
平
成
二
十
九
年
法
務
省
令
第
十
九

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省

令
第
十
六
号
）
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
第
十
八
号
の
表
リ
の
項

に
掲
げ
る
不
正
行
為
又
は
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
第
十
六
号
の
表

リ
の
項
に
掲
げ
る
不
正
行
為
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
当
該
不
正
行
為
が
終
了
し
た
日
後
三
年
間
を
経
過
し
、
か
つ
、
再
発

防
止
に
必
要
な
改
善
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
技
能
実
習
実
施
機
関
で
技
能
実
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
外
国
人

は
、
入
管
法
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
上
陸
で
き
な
い
ほ
か
、
入
管
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
資
格
変

更
許
可
又
は
入
管
法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
期
間
更
新
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
該
実
習
実
施

二



機
関
に
お
い
て
は
、
新
た
な
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
得
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
技
能
実
習
法
を
所
管
す
る
法
務
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
外
国
人
技

能
実
習
機
構
や
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
必
要
な
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

技
能
実
習
法
に
お
い
て
は
、
技
能
実
習
法
第
八
条
に
規
定
す
る
技
能
実
習
計
画
（
以
下
「
技
能
実
習
計
画
」
と
い
う
。
）

の
認
定
基
準
と
し
て
技
能
実
習
法
施
行
規
則
第
十
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
お
い
て
、
従
事
さ
せ
る
業
務
に
関
し
て
、
「
当
該

業
務
の
性
質
及
び
当
該
業
務
に
従
事
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
の
実
習
環
境
そ
の
他
の
環
境
に
照
ら
し
、
外
国
人
に
技
能
実
習
と

し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
除
染
作
業
の
性
質
上
、
一
般
的

に
海
外
で
行
わ
れ
る
業
務
で
は
な
く
、
技
能
移
転
を
通
じ
た
国
際
貢
献
に
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
、
ま
た
、
放
射
線
被
ば
く
へ

の
対
策
が
必
要
な
環
境
は
、
技
能
修
得
の
た
め
の
実
習
に
専
念
で
き
る
環
境
と
は
言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
仮
に
除
染

作
業
を
行
う
旨
の
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
認
定
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
と
判
断
す
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
技
能
実
習
法
の
規
定
に
基
づ
く
外
国
人
技
能
実
習
機
構
に
よ
る
技
能
実
習
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定

三



す
る
実
習
実
施
者
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
監
理
団
体
（
以
下
「
監
理
団
体
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
技
能
実
習
法
第

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
地
検
査
等
に
お
い
て
、
技
能
実
習
法
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た

場
合
に
は
、
必
要
な
指
導
を
行
う
ほ
か
、
技
能
実
習
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
取
消
し
又

は
技
能
実
習
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
監
理
団
体
に
対
す
る
許
可
の
取
消
し
等
を
行
う
こ
と
で
、
外
国
人
技
能
実

習
生
が
除
染
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

四


